
金
滞
古
蹟
志
巻
十
五

事
御
率
行
h
被
v
遁
候
御
紙
商
、
窮
別
紙
雨
遜
之
遇
に
御
座
候
。

右
私
先
.
租
大
工
肝
煎
役
被
=
仰
付
-
候
由
来
、
有
増
如
v
斯
御
座
候
。
以

上。

金
棒
組
大
工
肝
煎
六
助

牛U

貞
享
二
年
正
月

御
作
事
御
事
行
所

別
紙
雨
遜
潟

加
州
大
工
肝
煎
六
助
事
、
御
扶
持
人
並
に
被
昌
召
置
-
候
て
も
、
年
中
作

料
同
前
之
由
与
申
上
侠
遇
得
a

御
意
-
候
鹿
K
.
営
年
よ
り
御
扶
持
人

民
可
ν
被
v
成
旨
被
昌
仰
出
-
健
一
保
、
摘
‘
御
作
事
方
之
事
可
ν
入
u
情
旨
可
v

被
昌
申
渡
-
候
。
恐
々
越
言
。

横
山
按
守
名
乗

本
安
易
守
名
乗

四
月
十
八
日

中j判

佐
久
間
粥
右
衛
門
殿

洩
井
八
左
衛
門
殿

稲

垣

三

丞

殿

御
大
工
黒
川
六
助
手
前
之
儀
就
=
御
一
帯
一
最
前
本
多
安
房
守
殿
・
横
山

山
城
守
殿
脅
吠
懸
昌
御
目
-
候
底
、
如
=
前
々
-
可
v
骨
柿
田
御
扶
持
人
-
之
皆
被
昌

仰
出
-
候
僚
、
共
御
心
得
克
候
。
忍

-Z極
言
。

人
々
中

に
命
じ
、
京
北
野
天
紳
祉
の
放
を
四
分
一
に
縮
治
す
と
云
ふ
。
集
器

も
亦
北
野
の
緒
器
を
模
作
し
寄
納
あ
り
。
共
の
詳
か
た
る
事
は
天
紳

ハO
B》

舷
記
に
あ
り
。
と
い
へ
り
。
湯
漬
-
戚
腐
の
藩
間
宮
職
遁
考
に
、
山
上
普

右
衛
門
は
寛
永
五
年
に
召
出
さ
れ
、
膜
米
五
十
俵
賜
は
り
、
共
後
微

妙
公
蜜
曲
尺
の
儀
を
尋
ね
給
へ
り
。
七
堂
伽
藍
の
地
取
等
を
指
上
げ

て
)
委
細
申
上
げ
る
に
甚
だ
御
感
あ
り
。
依
り
て

E
保
三
年
に
知
行

百
石
に
注
し
下
さ
る
。
共
子
伊
左
街
門
と
云
ム
。
伊
左
衛
門
の
時
に

至
り
て
は
切
米
に
て
賜
は
り
た
り
と
ぞ
。
と
あ
り
。
按
や
る
に
、
寛
永

四
年
の
士
般
に
、
未
相
極
不
v
申
衆
と
あ
る
人
々
の
内
に
‘
三
拾
石
能

州
大
工
衆
森
五
郎
有
衛
門
。
と
あ
り
。
一
本
に
は
木
村
五
郎
右
衛
門
と

あ
り
。
此
の
外
に
穴
生
は
三
百
石
清
兵
衛
・
百
石
久
左
衛
門
・
七
拾
石

杢
兵
衛
・
五
拾
石
源
兵
衛
・
五
拾
石
清
右
衛
門
・
四
拾
石
三
右
衛
門
、

人
数
六
人
、
知
行
高
六
百
拾
石
。
と
あ
り
。
但
し
金
海
大
工
と
て
給

知
の
者
は
無
か
り
し
ゅ
ゑ
に
、
寛
永
五
年
に
山
上
普
右
衛
門
を
ぽ
召

抱
え
ら
れ
し
と
開
ゆ
。
奮
藩
中
は
御
大
工
と
て
扶
持
切
米
を
賜
は
れ

る
も
の
数
人
あ
り

τ、
平
大
工
の
惣
裁
を
注
し
た
り
。

。
渡
港
伊
兵
衛
侮
齢
制

伊
兵
衛
は
、
奮
藩
の
扶
持
人
大
工
に
て
、
利
常
卿
小
松
在
披
の
頃
奉

金
滞
古
蹟
志
巻
十
五

O 

生
駒
内
膳

今
枝
民
都

名名
乗 乗

判中j

十
二
月
十
六
日

佐
久
間
摘
右
衛
門
殿

稲

垣

三

丞

殿

右
貞
享
二
年
の
由
来
替
に
て
、
園
初
以
来
金
津
大
工
の
事
知
ら
れ
た

り
。
奮
蒋
園
初
以
来
能
登
大
工
・
越
中
大
工
、
或
は
能
登
組
大
工
・
越

中
組
大
工
と
も
呼
ぺ
り
。
故
に
金
海
大
工
を
ば
加
賀
大
工
或
は
金
部

組
大
工
と
稀
し
た
る
も
の
也
と
い
へ
り
。

O
山
上
善
右
衛
門
喜
鹿
侮

事
庚
は
、
金
滞
大
工
の
鼻
祖
な
り
。
園
事
昌
披
問
答
に
、
大
工
に
二
'

A
ド

zaA回

流
あ
り
。
建
仁
寺
流
・
永
平
寺
流
と
云
ふ
。
建
仁
寺
流
は
横
山
植
頭
吉

春
よ
り
山
上
氏
へ
僻
来
せ
り
。
永
平
寺
流
は
平
内
吉
政
よ
り
安
田
氏

へ
停
来
す
と
い
へ
り
。
三
登
記
に
、
明
暦
三
年
に
利
常
卿
加
賀
園
小

松
梯
天
満
宮
を
建
立
し
給
ふ
時
.
御
大
工
山
上
普
右
衛
門
に
指
閏
被
a

仰
付
一
善
美
を
蜜
し
諮
管
方
落
成
す
。
棟
札
を
ば
停
燈
寺
千
岳
和
倫

に
被
v
命
。
と
あ
り
て
、
.
右
棟
札
に
大
工
入
唐
自
横
山
害
容
十
七
代
山

上
善
右
衛
門
尉
事
庚
と
寄
戦
せ
た
り
。
小
松
城
考
に
一
玄
ふ
。
明
暦
元
年

天
満
宮
を
梯
河
演
に
新
に
建
立
た
り
。
本
枇
は
良
匠
山
上
善
右
衛
門

仕
せ
り
。
高
治
元
年
江
戸
城
の
天
守
蜜
建
築
方
を
幕
府
よ
り
命
ぜ
ら

れ
、
此
の
時
作
事
方
大
工
の
惣
裁
を
ぽ
渡
漣
伊
兵
衛
勤
め
た
り
。
毛

利
詮
益
の
拾
築
名
言
記
に
云
ふ
。
明
暦
四
年
の
春
天
守
護
御
普
請
を

加
賀
守
様
へ
御
額
被
v
遊
に
極
り
て
、
中
納
骨
闘
機
三
月
九
日
に
小
松
御

遊
駕
被
v
成
、
同
廿
二
日
江
戸
御
参
府
被
v
遊
也
。
御
園
よ
り
人
夫
二

千
五
百
人
外
に
杖
突
・
帳
付
・
食
持
以
上
三
千
人
の
積
り
也
。
今
の
御

上
屋
敷
に
明
地
も
な
く
小
屋
懸
る
。
賄
、
升
屋
市
郎
兵
衛
被
=
仰
付
-
也
。

右
の
外
に
仁
作
手
簡
と
申
て
大
坂
よ
り
召
寄
ら
れ
、
二
百
人
有
ι
石

丸
吉
之
丞
に
裁
許
被
a
仰
付
吋
き
や
り
の
者
七
人
御
雇
切
に
一
被
b

成
。
江

戸
手
錨
・
江
戸
日
用
は
何
も
石
屋
少
女
郎
奉
り
、
時
々
に
入
用
次
第

比
入
申
也
。
自
a
公
儀
-
御
手
合
に
付
申
御
大
工
鈴
木
修
理
、
穴
生
に

は
駿
河
と
申
者
也
。
御
普
請
惣
奉
行
に
は
久
世
大
和
守
、
下
奉
行
に

付
き
た
る
衆
は
、
本
よ
り
の
御
普
諦
奉
行
津
悶
平
左
衛
門
並
の
家
三

人
也
。
天
守
護
飴
り
高
き
は
風
強
〈
賞
り
、
以
後
も
無
v
益
事
也
。
一

間
ひ
き
く
御
築
き
被
v
成
や
う
に
と
被
a
仰
出
モ
、
細
張
の
日
趨
り
・

幕
府
御
大
工
鈴
木
修
理
・
穴
生
駿
河

K
.
此
の
方
御
大
工
渡
漣
伊
兵

衡
を
付
け
被
通
也
。
然
る
践
に
古
天
守
癒
廻
り
よ
り
か
ね
を
賞
て
見

て
、
給
固
に
窮
じ
崩
し
可
v
申
と
幕
府
の
御
大
工
共
申
し
け
り
。
如
v
此




